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＜
こ
れ
は
、
袖
島
県
文
化
撮
輿
事
業
団
発
行
の
『
文
化
福
島
』
（
〇
四
年
十
二

月
号
）
の
コ
ピ
ー
で
す
が
、
筆
者
の
承
杜
を
い
た
だ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。
＞

小
高
町
が
生
ん
だ
憲
法
学
者

鈴
木
安
蔵
の
足
あ
と
を
た
ど

ヽ
．

昭
和
の
前
期
、
憲
法
の
歴
史
的
研
究
を
憲
法
学
の
中
に
樹
立
し

た
安
蔵
は
、
終
戦
直
後
G
H
Q
の
憲
法
草
案
の
モ
デ
ル
に
な
っ

た
　
「
憲
法
草
案
要
綱
」
　
の
作
成
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
。

■
小
高
町

寺
田

売

圏
（入嶋＃）I．011円＞

小
高
町
出
身
の
憲
法
学
者
で
あ
る
、
鈴
木
安

蔵
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

出
生
か
ら
第
二
高
等
学
校
時
代
ま
で

鈴
木
安
蔵
は
、
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
）

三
月
三
日
小
高
町
に
生
ま
れ
た
。
一
九
一
七
年

（
大
正
六
）
　
に
小
高
小
学
校
高
等
科
一
年
を
修

了
し
、
福
島
県
立
相
馬
中
学
校
に
入
学
し
た
。

中
学
時
代
に
は
、
相
馬
中
学
学
友
会
が
発
行
す

る
「
学
友
会
雑
誌
」
に
「
我
が
家
」
「
運
動
会
」

な
ど
を
発
表
す
る
。
そ
し
て
一
九
一
九
年
（
大

正
八
）
東
北
文
芸
協
会
主
催
の
「
県
下
中
等
学

校
連
合
第
一
回
雄
弁
大
会
」
に
学
校
代
表
と
し

て
出
場
し
、
演
題
「
心
の
声
」
で
優
勝
し
て
い

る
。
こ
の
「
心
の
声
」
は
扇
馬
中
高
百
年
史
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
翌
、
一
九
二
〇
年
（
大

正
九
）
　
に
は
校
内
に
お
け
る
上
級
生
か
ら
下
級

生
へ
の
暴
力
制
裁
を
追
放
す
る
た
め
に
、
同
盟

休
校
の
指
導
者
と
な
り
、
上
級
生
か
ら
の
暴
力

制
裁
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
同
じ

年
、
第
二
高
等
学
校
弁
論
部
主
催
の
第
一
回
東

北
中
学
連
合
演
説
会
に
相
馬
中
学
校
弁
論
部
の

代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、
演
題
「
孤
独
に
徹

す
る
心
」
で
優
勝
し
た
。
ま
た
、
県
下
中
等
学

校
連
合
東
二
回
雄
弁
大
会
で
は
主
催
者
側
の
依

頼
に
よ
り
、
招
待
選
手
と
し
て
出
場
し
た
。
こ

の
と
き
の
演
題
は
「
ポ
プ
ラ
樹
陰
の
独
語
」
　
で

あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
　
に
相
馬
中
学
校
四

年
を
修
了
し
、
第
二
高
等
学
校
文
科
甲
類
に
入

学
し
、
弁
論
部
に
入
部
す
る
。

二
年
生
時
に
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
新
カ

ン
ト
主
義
哲
学
に
熱
中
し
た
。
そ
の
後
、
栗
原

佑
　
（
安
雇
夫
人
・
俊
子
の
兄
）
　
か
ら
神
戸
の
川

崎
造
船
所
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
話
を
耳
に

し
、
労
働
運
動
・
社
会
主
義
運
動
の
展
開
の
こ

と
を
知
り
、
社
会
問
題
に
日
を
向
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
九
二
三
年
　
（
大
正
十
二
）
秋
（
関
東
大
震

災
の
後
）
、
貧
困
・
飢
餓
・
失
董
∵
売
淫
な
ど
の

社
会
の
矛
盾
を
除
去
す
る
た
め
「
弟
二
高
等
学

校
社
会
思
想
研
究
会
」
を
結
成
し
た
。
安
蔵
は

人
間
が
醜
く
な
る
の
も
、
罪
を
犯
す
の
も
、
弱

い
人
間
の
ど
う
と
も
で
き
な
い
境
遇
の
力
に
押

し
動
か
さ
れ
る
か
ら
で
は
を
い
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
気
持
ち
を
、
第
二
高
等
学

校
の
校
友
会
で
あ
る
尚
志
会
の
機
関
紙
「
尚
志
」

に
「
或
寂
し
き
夜
の
想
片
」
と
し
て
発
表
し
た

が
、
あ
ま
り
に
も
人
生
・
社
会
を
暗
く
見
す
ぎ

て
い
る
と
の
理
由
か
ら
同
文
を
掲
載
し
た
　
『
尚

志
」
　
の
頒
布
禁
止
命
令
が
学
校
当
局
か
ら
出
さ

れ
た
。新
カ
ン
ト
主
義
に
熱
中
し
て
い
た
安
蔵
で
あ

る
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
も
興
味
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
た
。

そ
の
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
文
学
者
と
な

る
か
哲
学
者
と
な
る
か
で
迷
っ
た
が
、
哲
学
を

研
究
し
よ
う
と
京
都
帝
国
大
学
へ
進
む
決
意
を

す
る
。
京
都
帝
国
大
学
時
代
（
学
連
事
件
ま
で
）

l
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
、
第
二
高
等
学
校
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を
卒
業
し
、
哲
学
の
西
田
幾
多
郎
、
社
会
学
の

米
田
庄
太
郎
な
ど
の
諸
学
者
の
教
え
を
受
け
た

い
た
め
に
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
に

入
学
す
る
。

す
ぐ
に
「
京
都
帝
国
大
学
社
会
科
学
研
究
会
」

（
京
大
社
研
）
　
に
入
会
し
た
。
そ
こ
で
は
マ
ル

ク
ス
の
　
『
資
本
論
』
　
『
経
済
学
批
判
㌔
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
　
ヲ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
節
≡
感
想
よ
り

科
学
へ
』
、
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
と
社
会
主

義
の
分
裂
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
『
レ
ー
ニ
ン
主
義

の
諸
問
題
』
な
ど
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
文
献
を

読
み
、
新
カ
ン
ト
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
矛

盾
に
悩
ま
さ
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
こ
そ
、
貧
困
・
飢

餓
・
失
業
・
売
淫
な
ど
の
社
会
の
矛
盾
を
除
去

し
た
い
と
考
え
る
自
分
の
気
持
ち
に
応
え
て
く

れ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
マ

ル
ク
ス
主
義
の
研
究
を
本
格
的
に
取
り
組
む
た

め
、
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
）
経
済
学
部
に

転
部
し
た
。

一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
、
国
体
を
変
革
す

る
結
社
の
目
的
を
遂
行
す
る
行
為
を
行
っ
て
治

安
維
持
法
に
違
反
し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
れ
が
治
安
維
持
法
適
用
第
一
号
事
件
と
し
て

の
学
生
社
会
科
学
連
合
会
事
件
（
学
連
事
件
）

で
あ
る
。

京
都
地
裁
で
の
学
連
事
件
第
一
審
で
有
罪
判

決
が
下
さ
れ
、
京
都
帝
国
大
学
を
自
主
退
学
す

る
。
こ
の
後
、
安
蔵
は
国
家
の
本
質
を
解
明
す

る
た
め
に
憲
法
学
・
政
治
学
の
研
究
に
取
り
組

む
こ
と
を
決
意
す
る
。

京
都
帝
大
退
学
後
の
獄
中
に
て

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
　
か
ら
東
京
で
憲
法

学
・
政
治
学
の
研
究
を
開
始
す
る
。
獄
中
で
俊

子
夫
人
の
差
し
入
れ
に
よ
っ
て
主
な
憲
法
の
著

作
を
読
み
、
憲
法
の
成
立
過
程
の
研
究
と
憲
法

政
治
の
批
判
の
研
究
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
で
彼
は
、
今
後
．

の
研
究
の
プ
ラ
ン
を
「
憲
法
の
歴
史
的
研
究
を

者
法
学
の
中
に
樹
立
す
る
」
「
憲
法
理
論
の
批
判

を
憲
法
学
の
一
つ
と
す
る
」
「
以
上
の
こ
と
を
マ

ル
ク
ス
主
義
の
方
法
で
行
う
」
と
立
て
た
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
　
に
出
獄
し
た
後
、

本
格
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
だ
が
、
大
学
を
退

学
し
て
い
て
、
研
究
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
た
め
、

公
的
図
書
鹿
二
主
に
上
野
図
書
館
）
と
慶
応
大

学
図
書
館
を
利
用
し
、
文
献
を
読
ん
だ
。

翌
、
一
九
三
三
年
（
昭
利
八
）
　
衰
法
の
歴
史

的
研
究
』
を
刊
行
し
た
が
、
即
日
発
売
禁
止
と

な
っ
た
。
内
容
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
と
ド
イ
ツ

憲
法
の
歴
史
の
研
究
」
「
明
治
憲
法
制
定
の
歴
史

の
研
究
」
「
憲
政
批
判
・
憲
法
理
論
の
批
判
」
の

三
篇
か
ら
成
立
し
て
い
る
。

こ
こ
に
日
本
で
初
め
て
「
マ
ル
ク
ス
主
義
憲

法
学
」
が
樹
立
し
た
。
ま
た
、
憲
法
の
歴
史
を

研
究
す
る
帯
法
学
も
日
本
初
で
あ
る
。

憲
法
研
究
会
と
G
H
Q

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
〓
憲
法
研
究
会
」

が
発
足
す
る
。
こ
れ
は
、
日
本
文
化
人
連
盟
創

立
準
備
会
の
折
に
、
高
野
岩
三
郎
の
提
案
に
よ

り
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
憲
法
制
定
の
準
備
∵
研

究
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
事
務
局
を
憲

法
史
研
究
者
の
安
蔵
が
担
当
し
、
他
に
杉
森
孝

次
郎
■
森
戸
辰
男
・
岩
淵
辰
歴
等
が
参
加
し
た
。

研
究
会
内
で
の
討
議
を
も
と
に
、
安
蔵
が
第
l

案
「
新
著
法
制
定
の
根
本
要
綱
」
、
第
二
案
「
憲
Ⅷ

法
改
正
要
綱
」
、
第
三
案
「
諸
法
草
案
要
綱
」
呈
竺

終
業
）
を
作
成
し
、
十
二
月
二
十
六
日
に
「
寒
川

法
草
案
要
綱
」
と
し
て
、
同
会
か
ら
内
閣
へ
届

け
、
記
者
団
に
発
表
し
た
。
同
要
綱
の
冒
頭
の

根
本
原
則
で
は
、
「
親
治
権
ハ
国
民
ヨ
リ
発
ス
」

と
し
て
天
皇
の
統
治
権
を
否
定
、
国
民
主
権
の
川

原
則
を
採
用
す
る
一
方
、
天
皇
は
「
国
家
的
儀

礼
ヲ
司
ル
」
と
し
て
天
皇
制
の
存
続
を
認
め
た
。

ま
た
人
権
規
定
に
お
い
て
は
、
留
保
が
付
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
具
体
的
な
社
会
権
・
生
存
権

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

と
の
要
綱
は
、
G
H
Q
が
強
く
関
心
を
示
し
、

「
改
憲
案
」
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
G
H
Q
の
憲
法
草
案
の
モ
デ

ル
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
後
も
、
「
比
較
憲
法
史
」
　
1
苦
法
制
定
と

ロ
エ
ス
レ
ル
』
な
ど
、
憲
法
学
の
著
書
を
出
版

し
、
ま
た
静
岡
大
学
文
理
学
部
教
授
、
立
正
大

学
教
養
部
教
授
を
務
め
る
な
ど
、
憲
法
学
の
分

野
で
活
躍
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
績
を
残
し
た

人
物
で
あ
る
。

◎
て
ら
だ
■
あ
き
ら
◎

昭
和
五
十
年
、
梁
川
町
生
ま
れ
。
小
高
町
埴
谷
黒
尾

記
念
文
学
資
料
館
専
門
員
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